
主な記事

いわさ き ち ひろ 「 かわいいかく れんぼ」（ 1 9 6 5 年）（ 14ページに作品のコ メ ント と 美術館のご 案内を し ていま す）

ペンネーム

ペンネーム

ペンネーム

全国フ ッ ト サル交流会in大阪／ボウリ ン グ大会予告

伝えていきたい私の民医連○　 　 　 　  北海道勤医協  堀毛  清史

いま、なぜ憲法改悪なのか パート Ⅱ○　 　 　 　 　 若手弁護士の会

縮図から みる世界9 「 ホームタ ウン」 事業を撤回し た問題  　 斎藤  貴男

シリ ーズ〝戦後8 0 年の年に〟沖縄に連帯して　 　 　   　 瀬長  和男（ 沖縄）

私の職場を紹介し ます㉓ 多彩な個性で華麗（ 加齢） に支援／東京・ なんでも包括

㉔ 医局×医局事務課、ボウリング大会でさらに団結！／福岡・ 佐賀・ Jボウル会員

私の趣味・ こ だわり 紹介9  犬と 触れ合う こ と で得ら れるも の／愛知・ チャ レ ンジし 隊

141

168

申込〆切は1 2 /3！！

2 0 2 5 年1 1 月号

発行所●全日本民医連厚生事業協同組合

〒113-0034  東京都文京区湯島2-4-4

　 　 　 　 　 　 　 　 　   平和と労働センター6F
TEL03-5842-5650　 FAX03-5842-5652

E-メ ール： k-tayori@ min-iren. g r. jp

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 共済だより 応募用）
kyousai@min-iren. g r. jp

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （ 厚生事業協宛）　 　 　

ホームページ： https: //min-jig yo. or. jp
バッ クナンバーの記事（ 一部のみ）はこちら から

民医連厚生事業協

2 0 2 5 年

第2 1 1 号

11月

2025年度

スポーツ文化企画

のお知ら せ

h t t p s : //w w w .
m in -j i g y o . o r . j p

※QRコ ード は上部にあり ます。

mailto:k-tayori@min-iren.gr.jp
mailto:kyousai@min-iren.gr.jp
https://min-jigyo.or.jp
https://www.


　
今
年
９
月
19
日
で
、
い
わ
ゆ
る
安
保
法
制
が

成
立
し
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
あ
ら

た
な
「
戦
前
」
か
の
よ
う
な
空
気
が
醸
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
に
大
変
な
危
険
を
感
じ
ま
す
。

１
．
10
年
経
っ
て
も
、
違
憲
な
も
の
は

　
　
違
憲
で
す

　
安
保
法
制
は
、
日
本
が
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
一
部
容
認
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
り
法
改

正
さ
れ
た
り
し
た
約
10
個
の
法
律
の
束
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
の
日
本
国
憲
法
９

条
と
い
え
ば
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
を
宣
言

し
て
お
り
、
自
衛
権
が
行
使
で
き
る
の
は
①
日

本
に
対
す
る
急
迫
不
正
の
侵
害
（
つ
ま
り
攻
撃
）

が
あ
り
、
②
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
他
の
適

当
な
手
段
が
な
く
、
③
必
要
最
小
限
度
の
実
力

に
と
ど
ま
る
、
こ
の
①
〜
③
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
ケ
ー
ス
だ
け
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」
と
は
何
か
。

集
団
的
自
衛
権
と
は
、
日
本
と
同
盟
関
係
に
あ

る
Ａ
国
が
、
と
あ
る
Ｂ
国
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
場

合
、
日
本
自
身
は
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
国
と
共
に
Ｂ
国
に
対
し
武
力

行
使
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
憲
法
９
条
の
下
、

こ
れ
は
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
で
は
な
く
許
さ

れ
ず
、
日
本
政
府
も
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
運

用
し
て
き
ま
し
た
。
憲
法
９
条
の
下
、
こ
れ
は

「
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
」
で
は
な
く
許
さ
れ

な
い
、
と
日
本
政
府
は
解
釈
・
運
用
し
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
２
０
１
４
年
７
月
、
第
２
次

安
倍
政
権
は
突
如
、
何
の
議
論
も
な
い
ま
ま
閣

議
決
定
で
こ
の
政
府
解
釈
を
「
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
は
許
さ
れ
る
」
と
変
更
し
た
の
で
す
。

憲
法
９
条
を
今
一
度
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
逆
立
ち
し
て
も
、
こ
の
９
条
が
、
同
盟
国

と
共
に
戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
、

と
は
読
め
ま
せ
ん
。
勝
手
な
解
釈
変
更
は
、
憲

法
と
い
う
ブ
レ
ー
キ
が
か
け
ら
れ
て
い
る
は
ず

の
政
府
（
国
家
権
力
）
が
、
自
ら
そ
の
ブ
レ
ー

キ
を
蹴
破
っ
た
も
同
然
の
決
定
で
あ
り
、
立
憲

主
義
（
憲
法
で
権
力
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
国

家
の
シ
ス
テ
ム
）
を
否
定
す
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
極
め
て
不
誠
実

な
国
会
運
営
の
下
、
２
０
１
５
年
９
月
19
日
に

安
保
法
制
は
強
行
採
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

参
考
人
と
し
て
国
会
に
呼
ば
れ
た
憲
法
学
者
３

人
が
全
員｢

法
案
は
違
憲｣

と
述
べ
た
り
、
10
万

人
以
上
の
市
民
が
国
会
議
事
堂
を
包
囲
す
る
形

で
反
対
し
た
り
、
そ
う
い
う
声
を
す
べ
て
無
視

し
た
政
府
と
与
党
が
強
硬
に
推
し
進
め
た
り
、

安
保
法
制
は
民
主
主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た

暴
政
の
産
物
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
10
年

経
過
し
て
も
、
違
憲
で
あ
り
異
常
な
も
の
で
あ

る
こ
と
は
な
ん
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

２
．
戦
争
に
ま
す
ま
す
傾
い
た
10
年

  

２
０
２
２
年
12
月
に
は
、
岸
田
政
権
が
こ
の

安
保
法
制
を
前
提
と
し
て
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

（
今
は
政
府
は
「
反
撃
能
力
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
）
を
保
有
す
る
こ
と
を
含
め
た
３
つ
の
文
書

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
稿
で
も
幾

度
と
な
く
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
か
ら

他
国
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
先
制
攻
撃
に
な

り
得
ま
す
。
先
制
攻
撃
は
憲
法
９
条
に
も
国
連

憲
章
に
も
反
す
る
、
あ
ま
り
に
も
非
人
道
的
で

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
こ
こ
数
年
に
わ
た
る

急
激
な
軍
拡
は
、
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に

武
力
行
使
を
す
る
準
備
で
あ
り
、
ま
た
反
撃
能

力
と
称
す
る
、
先
制
攻
撃
に
な
り
か
ね
な
い
ミ

サ
イ
ル
基
地
破
壊
の
た
め
の
装
備
で
す
。
憲
法

９
条
は
１
文
字
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
ま

る
で
９
条
な
ど
な
い
か
の
よ
う
に
戦
争
の
準
備

に
急
ぐ
政
府
の
振
る
舞
い
に
、
主
権
者
の
一
人

と
し
て
憤
り
と
恐
怖
を
感
じ
ま
す
。

３
．
政
治
の
未
来
は
、
市
民
次
第

　
10
年
も
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
異
常
な
事
態

に
「
慣
れ
」
て
し
ま
う
、
こ
の
感
覚
を
自
分
で

も
怖
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
「
国
民
も
そ
の

う
ち
慣
れ
て
、
飽
き
て
、
忘
れ
る
だ
ろ
う
」
と

い
う
の
が
政
府
の
思
惑
で
す
か
ら
、
改
め
て

「
こ
れ
は
許
さ
れ
な
い
事
態
な
の
だ
」
と
繰
り

返
し
学
び
直
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
若
い
世
代

の
方
々
も
巻
き
込
ん
で
、
憲
法
カ
フ
ェ
な
ど
で

９
条
の
意
味
、
戦
後
の
歴
史
、
そ
し
て
安
保
法

制
の
異
常
さ
を
知
り
、
「
こ
ん
な
法
律
は
変
え

な
い
と
い
け
な
い
ね
」
と
連
帯
し
あ
っ
て
行
動

に
移
す
こ
と
。
こ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

私
た
ち
市
民
次
第
で
す
。

いま、なぜ憲法改悪なのか

○安保法制1 0 年  こ の「 異常」 に慣れてはいけない
　   　 ～違憲なも のは違憲です～
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シリ ーズ

「 明日の自由を守る若手弁護士の会」 共同代表   黒澤いつき
公式ブログ　 https://www.asuno-jiyuu.com/
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斎藤  貴男

縮図からみる世界【 90】

シリ ーズ

斎藤　 貴男（ さ いと う 　 たかお）

1958年東京生まれ。 早稲田大学商学部卒。 英国バーミ ン

ガム大学大学院修了。 主な著書に『 驕る権力、 煽るメ ディ

ア』『 決定版 消費税のカ ラ ク リ 』『 いちばんたいせつなも

の』『 マイナンバーが日本を壊す』『 マスゴミ っ て言う な！』

『 こ んな部活あり ます 正射必中！弓道部』（ 2024.3）など。

　
実
に
残
念
な
、
将
来
に
禍
根
を
残
し
か
ね
な
い
結
果

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

が
９
月
、
ア
フ
リ
カ
の
課
題
解
決
と
日
本
の
地
方
活
性

化
を
謳
い
、
相
互
交
流
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
「
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
」
事
業
を
撤
回
し
た
問
題
だ
。

　
同
事
業
は
８
月
に
横
浜
市
で
開
か
れ
た
第
９
回
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
日
本
政
府
の
主
導
で

国
連
・
国
連
開
発
計
画
・
世
界
銀
行
・
ア
フ
リ
カ
連
合

委
員
会
・
世
界
銀
行
と
共
同
開
催
）
に
合
わ
せ
て
、
千

葉
県
木
更
津
市
、
愛
媛
県
今
治
市
、
山
形
県
長
井
市
、

新
潟
県
三
条
市
の
４
市
を
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
に
認
定
。

各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ガ
ー
ナ
と
の
国
際
交
流
を
進
め
る

構
想
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
内
容
が
発
表
さ
れ
た
翌
日
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
政
府
が
、「
日
本
政
府
が
特
別
な
ビ
ザ
を
創
設

す
る
」
旨
の
声
明
を
出
し
て
し
ま
う
。
誤
解
に
基
づ
く

情
報
だ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
「
移
民
が
押
し
寄
せ
て
く

る
」「
治
安
が
悪
く
な
る
」
な
ど
と
い
っ
た
反
発
が
拡
散
。

自
治
体
へ
の
抗
議
電
話
や
メ
ー
ル
も
殺
到
し
、
日
常
業

務
に
支
障
が
出
る
に
及
ん
で
、
事
業
主
体
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

も
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
格
好
だ
。

　
一
連
の
経
緯
は
、
先
の
参
院
選
で
示
さ
れ
た
排
外
主

義
の
高
ま
り
や
、
差
別
感
情
に
対
す
る
批
判
と
と
も
に

「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
事
業
を
撤
回
し
た
問
題

報
じ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
け
れ
ど
、
そ
の
点
に
ば
か
り
囚
わ
れ
る
と
、
事
態

の
本
質
を
見
失
う
し
、
よ
り
激
し
い
拒
否
反
応
を
も
た

ら
す
だ
け
だ
と
、
筆
者
は
思
う
。

　
差
別
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
よ
う
な
投
稿
は
論
外

に
せ
よ
、
一
般
の
住
民
が
不
安
を
感
じ
る
の
は
、
む
し

ろ
当
然
の
話
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ネ
ッ
ト
炎
上
の
沈
静

化
が
後
手
、
後
手
に
回
っ
た
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
政
府
に
誤
解
さ
れ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
相
互
交
流
で
具
体
的
に
何
を
ど
う
し
た
い
の

か
と
い
う
狙
い
さ
え
、
満
足
に
説
明
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
名
称
も
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
と
な
れ
ば
、
移
民
の

大
量
受
け
容
れ
を
連
想
さ
れ
て
不
思
議
は
な
い
。

　
こ
の
事
業
は
本
来
、「
や
り
方
次
第
で
」
の
条
件
付
き

で
は
あ
る
が
、
日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
（
Ｇ
Ｓ
、

主
に
南
半
球
に
位
置
す
る
新
興
国
や
途
上
国
）
と
の
友

好
関
係
を
構
築
し
て
い
く
突
破
口
に
な
り
得
る
取
り
組

み
だ
っ
た
。
世
界
が
米
欧
日
と
中
国
・
ロ
シ
ア
・
北
朝

鮮
の
陣
営
に
分
断
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
Ｇ
Ｓ
と
の
関
係

強
化
は
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
〝
多
文
化
共
生
〞
な
ど
と
い
う
、
高
尚
だ
が
、
い
か

に
も
胡
散
臭
い
言
葉
を
乱
発
せ
ず
、
安
全
保
障
や
経
済

分
野
に
お
け
る
意
義
を
き
ち
ん
と
説
明
し
た
上
で
、
一

か
ら
出
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

う 
さ 

ん
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浦
添
市
は
県
都
那
覇
市
の
北
側
に
位
置

し
、
11
万
人
以
上
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
放
射
性
物

質
を
含
む
土
壌
が
、
周
辺

住
民
に
本
当
に
影
響
の
な

い
形
で
管
理
さ
れ
て
い
た

の
か
問
題
で
す
が
、
や
は

り
県
民
の
安
全
を
脅
か
す

ア
メ
リ
カ
軍
基
地
は
即
時

返
還
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
声
を

あ
げ
続
け
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
５
年
10
月
８
日

沖
縄
民
医
連
共
済
会
連
絡
会

会
長
　
瀬
長
和
男

　
23
年
12
月
の
「
代
執
行
」
で
大

浦
湾
の
工
事
が
再
開
さ
れ
ま
し
た

が
、
地
盤
改
良
工
事
の
「
砂
杭
打

設
」
が
始
ま
っ
た
の
は
、
代
執
行

か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た
今
年

２
月
か
ら
で
し
た
。
６
隻
も
の
砂

杭
打
設
作
業
船
が
並
ぶ
光
景
は
異

様
な
も
の
で
し
た
が
、
６
隻
す
べ

て
が
稼
働
す
る
こ
と
は
な
く
、
計

画
通
り
の
工
程
に
は
程
遠
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
６
月
９
日
に
突
然
、

砂
杭
打
設
作
業
船
６
隻
が
大
浦
湾

か
ら
県
内
外
の
避
難
港
に
移
動
し

ま
し
た
。
当
初
は
台
風
な
ど
の
気

候
条
件
の
影
響
を
理
由
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
名
護
市
議
会
で
の
質

疑
に
対
す
る
沖
縄
防
衛
局
の
回
答

か
ら
、
砂
杭
打
設
作
業
船
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
気
候

条
件
の
影
響
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
、

ど
ち
ら
が
本
当
の
理
由
か
は
不
明

で
す
が
、
大
浦
湾
で
の
地
盤
改

良
工
事
は
４
カ
月
も
止
ま
っ
た

ま
ま
で
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
・
ゲ
ー

ト
前
で
の
抗
議
行
動
も
11
年
を

超
え
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
防

衛
局
の
新
た
な
「
い
や
が
ら
せ
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
３
月

ま
で
の
工
期
で
始
め
ら
れ
た

シ
ュ
ワ
ブ
前
テ
ン
ト
付
近
で
の

水
道
工
事
が
半
年
以
上
中
断
さ

れ
た
ま
ま
な
の
に
、
工
事
現
場

の
仕
切
り
の
壁
が
２
メ
ー
ト
ル

以
上
も
歩
道
側
に
せ
り
出
し
、

抗
議
行
動
参
加
者
の
送
迎
用
車
両
の
待
機

場
所
が
、
か
な
り
制
約
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
工
期
も
来
年
３
月
ま
で
延
長
さ
れ

て
お
り
、
あ
と
半
年
は
こ
の
「
い
や
が
ら

せ
」
が
続
き
そ
う
で
す
が
、
彼
ら
の
焦
り

の
表
れ
で
あ
り
臨
機
応
変
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
17
年
10
月
に
東
村
高
江
で
発
生
し
た
米

軍
ヘ
リ
不
時
着
炎
上
事
故
で
、
米
軍
が
勝

手
に
持
ち
帰
っ
た
事
故
現
場
の
土
壌
が
、

少
な
く
と
も
６
年
間
、
浦
添
市
の
米
軍
牧

港
補
給
基
地
内
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
続
け
、

さ
ら
に
事
故
機
か
ら
出
た
放
射
性
物
質
に

汚
染
さ
れ
た
土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
を
米
軍

が
認
め
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

◎カ ンパ送付先

　 郵便振替口座　 加入者名： 沖縄県統一連

　 　 　 　 　 　 　 　 口座番号： 01710 －8 －62723

沖
縄
に
連
帯
し
て

シ
リ
ー
ズ 

〝
戦
後
80
年
の
年
に
〞

作
業
船
の
移
動
と
ゲ
ー
ト
前
で
の
「
い
や
が
ら
せ
」

汚染土問題を報じ る沖縄タ イムス紙

歩道を塞ぐ 水道工事現場の壁
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＝表紙のコ メ ント ＝

いわさ き ちひろ 「 かわいいかく れんぼ」（ 1 9 6 5 年）

　 女の子の髪のリ ボンと 長ぐ つの鮮やかな赤色

がアク セント カラ ーになっていま す。

　 こ の作品は、 童謡「 かわいいかく れんぼ」（ 作

詞： サト ウ ハチロ ー　 作曲： 中田喜直）を題材に描い

た作品です。 「 ひよ こ がね　 おにわで　 ぴょ こ

ぴょ こ 　 かく れんぼ♪」 ひよ こ はどこ にかく れ

ている でし ょ う か？探し てみてく ださ いね。

●ちひろ美術館・ 東京では、 本作も 紹介する 「 装いの翼

いわさ き ちひろ　 茨木のり 子　 岡上淑子」 展を10月31

日～２ 月1日まで開催中です。

〈 イ ベント のお知ら せ〉 ト ーク イ ベント 　 甥夫婦が語る 素顔の茨木のり 子　

日時： 11月22日（ 土） 14： 00～15： 30　 講師： 宮崎治（ 茨木のり 子甥）、 薫（ 甥の妻）

聞き 手： 行司千絵（ 新聞記者、『 装いの翼』 著者） 会場： ちひろ美術館・ 東京

定員： 40名/参加費： 1200円（ 入館料別）【 オンラ イ ン】 定員： 100名/参加費： 900円

申し 込み： 10/22（ 水） よ り 公式サイ ト 、 TEL.にて

●安曇野ちひろ美術館では、 「 ちひろ　 本を読む人　 描く 人」 展を11月9日ま で開催中です。

11月10日～2月28日は冬期休館と なり ます。

ちひろ美術館・ 東京　 TEL.03-3995-0612

安曇野ちひろ美術館　 TEL.0261-62-0772         

開館情報はホームページをご確認く ださ い。 https://chihiro.jp/

https://chihiro.jp/

